
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

直近３か年の状況
年 数値

2019
(R1) 233

単位

ha

達成目標（指標名）

⺠有林における造林⾯積

年 数値
2021
(R3) 277

目標
年 数値

2027
(R9) 1,000

No.

1-1①

施策分野（施策の総合的展開名）

持続可能な脱炭素社会の創出

予算要求からの
主な変更点 要求どおり

3.0
R3年度 0 36,173 0 36,173 0 32,611 3.0
R4年度 0 48,236 0 48,236 0

R5年度
（予算案） 53,064 53,064

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計 うち一般財源

0
3.0

（要求） 53,064 53,064 0

区分
予算額

決算額

年 数値
2020
(R2) 282

ー ― 40 森林経営管理制度を１⼈で担当する市町村数40市町村（R4
聞き取り）―② 市町村林務⾏政コーディネーター

を利⽤する市町村数（累積）
市町村 ー ー

事　業　名 市町村の森林経営管理制度を⽀援するための事業 部局 林務部 課・室 森林政策課
実施期間 H31 〜 rinsei@pref.nagano.lg.jp

・市町村職員における森林管理制度の適正な実施を図るため、H31より県庁内に「森林経営管理⽀援センター」を設置し、県庁及び
各地域振興局に⽀援業務事務員を配備し研修等の各種⽀援を実施
・森林管理制度の実施に関し地域の共通する課題を持続的・効率的に解決するため、複数市町村が連携し設置された広域連携、協
議会等の取組を⽀援
②専門人材の短期派遣による市町村事務の⽀援
・【新】市町村職員が抱える専門的な業務（森林調査・設計発注等）を⽀援するため、⾏政知識・経験を有する外部⼈材を短期派
遣

事業番号 10 01 03 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・森林所有者の特定に多⼤な労⼒がかかること等により、⺠間の取組だけでは、⼿⼊れが必要な森林における間伐等の森林整備が進
まない状況。（林地における地籍調査︓全国46％、⻑野県30％　R3末時点）
・このため、森林所有者に対し森林管理の意向を確認しながら、市町村が主体となり森林整備を進める制度（森林経営管理制度）
が平成31年度（令和元年度）より開始。

市町村による「森林経営管理制度」を、持続的かつ着実に進めるために必要な⽀援を⾏う。

①市町村への助⾔や指導、援助を⾏う⽀援体制の構築

単位
R2年度 R3年度

①
森林経営管理制度に基づく森林
整備に取り組む市町村数（累
積）

市町村 0 4

No. 指標名

E-mail

実績 実績 推移

↗ 15 ↗ 60
令和6年までに、全ての市町村で、森林管理制度に基づく森林整
備に取り組む目標を設定。目標前年度の令和5年度は約8割と
なる60市町村を目標とする

R5年度
目標値

達成
状況 目標値設定理由

R4年度
⾒込値 推移



細事業を構成する主な取組

森林経営管理⽀援センターの運営

森林経営管理制度広域連携体制⽀
援事業

市町村林務⾏政コーディネーター派遣
事業

実施方法
直接

53,064

部局 林務部 課・室 森林政策課

令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

森林経営管理制度の円滑な導⼊に向けた市町村⽀援を実施
・森林経営管理⽀援センターの運営

森林経営管理制度や森林GIS操作研修会の開催（６回）　

広域連携等を実施する地域において、初期に必要な経費を⽀援する
・市町村連携による研修会開催経費等

補助想定件数3地域、補助総額11,420千円

【新】森林の専門知識・経験を有する者の市町村への短期派遣

市町村への短期派遣240⼈/日（想定40市町村）

補助⾦

直接
3

R5年度
当初予算

R4年度
当初予算

R3年度
当初予算

（予算案）

事　業　名 市町村の森林経営管理制度を⽀援するための事業

事業番号 10 01 03 細事業⼀覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業
No. 細事業名

森林経営管理体制⽀援事業

No.

1

（要求）

千円

36,173 48,236

千円 千円

53,064


